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 米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
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D E S I G N  F O R  T H E  F U T U R E

動作に必要な環境

非効率・高コスト

従来技術

従来技術と I-BIMSによる計画策定業務の比較

効率的・低コスト

●単体のパソコン、単一のネットワークだけ
　の作業となり、作業の分担が困難であり、 
　データ管理が煩雑

●独立したシステムは、開発・導入費が高額
●定期的な保守費用の負担が発生

●ライフサイクルコストの解析や
　予算の平準化などは複雑な作業であり、
　膨大な時間と労力が必要

●システムをサーバーで一元管理することで
　導入コストを削減
●開発済みのクラウド型システムであり、
　即時に導入可能

●正確かつ迅速な解析により、様々な
　シナリオからベストな管理計画を作成

操作性

　開発導入費・メンテナンス
費が不要なためコストが抑え
られます。
　また、24 時間アクセス可
能なクラウド型サービスのた
め、個別のパソコンのセット
アップなどは必要なく、すぐ
に利用できます。

インターネットのアプリケーションサービスを提供 クラウド型橋梁長寿命化計画策定支援システム
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●全ての機能はインターネットを経由して、
　個別のパソコンから利用が可能
●管理方針に合わせたカスタマイズが可能

OS Windows7/8/10

その他 Microsoft Excel 2010 以降

ネットワーク HTTPSでインターネットに接続できること

Webブラウザ

Internet Explorer 11
Microsoft Edge
Google Chrome
Mozilla Firefox

■ I-BIMS 利用イメージ

■ I-BIMS 動作画面
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サービス提供者

ユーザー

サーバーの運用、保守、
アプリケーションのバー
ジョンアップなどを実施 クラウド上でソフトウェア管理

コスト

業務効率

アイ・ビームス
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橋梁長寿命化修繕計画

橋梁の設置環境や重要度を踏まえた、最適な維持管理計画を実現

クラウド型橋梁長寿命化計画策定支援システム

の機能

■ 計画策定のフロー

日本では現在、橋梁の「老朽化」が大きな社会問題となっており、
全国の自治体が「橋梁長寿命化修繕計画」の策定を進めています。
「I-BIMS」は、橋梁の劣化状況から最適な補修時期・工法を導き出し、
効率的な修繕計画を立案できるシステムです。

●橋梁諸元や点検結果、補修
履歴等のデータ検索・閲覧
が容易

一括管理
データベース

橋梁の
グルーピング

グループA 

重要度

ASR ・塩害等

橋梁環境

劣化が激しい橋梁は、管理目標レベルを+1とする

高

グループ B 中

グループC

グループ属性 S

低

管理目標

3 以上で補修

健全度
レベル 2 以上で補修

健全度
レベル 1 以上で補修

健全度
レベル +1

橋長
路線重要度
第三者被害など

●部材ごとに劣化予測式を作成

●補修後の劣化予測式を設定

劣化予測 ライフサイクル
コストの解析

●グループごとの管理目標内で、最
もコストが抑えられる補修の時期
と工法を採用
　●標準設定のほかに、最新の工法や
単価等を条件に追加可能
　●直近で補修が必要な橋梁には、工
事費の直接入力が可能

●健全度や重要度より、補修の
優先順位を決定
　●予算が不足した場合、優先順
位にしたがって予算内での平準
化を実現
　●「先送り」による危険な橋梁の
増加を視覚に訴え、最適な予
算シナリオを立案
　●事後保全型に対する予防保全
型の経済的効果の検証が可能

予算平準化

●補修の時期・工法・費用は、
国土交通省が定めた長寿命
化修繕計画様式の Excel に
変換することができ、計画書
の作成・編集が可能

資料作成

I-BIMSの特徴

2019 2020 2021 2022
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図A
図B

図C
図D

図 A 図 B 図C 予算の平準化［例］

補修の優先度を考慮して、予算内で補修時期を調整

ライフサイクルコストの解析［例］橋梁のグループ化と管理レベル 損傷特性を踏まえた劣化予測式の自動作成 図D

山間部や沿岸部など
地域の環境条件を考慮

橋梁の置かれた
地域環境を

考慮した劣化予測 + +
情報の一元化による
保守管理の軽減

クラウド方式で
時間・場所を問わない
システム利用

年度ごとに増減する
補修費用を平準化し、
適切な予算編成を
視覚的に表現

橋梁の重要度や
劣化状況を踏まえた

予算計画

健
全
度

経過年数

加速する劣化
（ニ次曲線）

加速しない劣化
（直線）

0

健
全
度

経過年数（年）0

劣化曲線

健全度が管理目標を下回らない補修を計画 点検結果より統計処理を行い、劣化の進行を予測 コストが最小となる補修レベルを自動選択

健全度
レベル

●橋長、路線重要度、第三者被害（コ
ンクリート片の落下など）などの橋梁
特性によって自動でグループ分け
  （3段階区分）
　●グループごとの管理目標に応じた健全
度レベルを設定
　●ASR・塩害などの劣化が激しい橋梁
は維持管理レベルを厳格化

● 点検結果から劣化予測式を自動作成

● 複数回点検結果の反映が可能

●  1橋、1部材ごとに独自の劣化予測式を設定可能

● 補修による健全度回復レベルの個別設定

● 補修工法を加味した劣化予測式の設定
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予算を超過した
補修工事

各部材毎の
点検結果（選択可）

1回目点検
2回目点検

大規模補修
5千万円

中規模補修
4千万円

小規模補修
３千万円

小規模補修を
繰り返すと
ライフサイクル
コストが最も安価

（年度）

アイ・ビームス

▼橋梁の健全度レベル表

損傷なし 著しい劣化

5

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

4 3 2 1

健全度低下

国交省評価


